
別記様式（第６条関係）

宛先）姫路市長

１．記入事項（下の項目をすべて記入してください）
（補助金申請・請求者） ※補助金申請・請求者は、自動録音電話機等を購入した補助金対象者本人

（65歳以上の方（申請・請求者本人又はその同居者）の氏名・生年月日）　※世帯のうちお一人で結構です。

⑴
⑵

⑶
⑷
⑸
⑹

⑺

（購入機器）

（振込先口座） ※申請・請求者本人の口座

※長期間入出金のない口座を記入しないで下さい。

２．添付書類（この申請書と一緒に提出が必要なもの）　　　　※添付を確認しチェック☑してください。
☑

☑

☑

補助対象機器を購入した時の領収書等（宛名は必ず申請・請求者本人であること）

購入した機器の品名、主な仕様が分かるカタログ等の写し（購入機器に○印を入れてください）

補助金の振込先銀行通帳の写し（銀行名、支店名、口座番号、名義人が分かるページ）

0 1 0 0

（フリガナ） 　シロマル　ヒメ

預金種目
☑普通
□当座　※いずれかにチェック☑

口座番号 0 4 6

口座名義人 　城丸　姫

※ゆうちょ銀行の場合は、「振込用の店名・預金種目・口座番号（7桁）」（通帳見開き下部に記載）をご記入ください。

申請額
・

請求額
　　　　　　　　　　８８００　　　円

※補助金上限　自動録音電話機：10,000円
　　　　　　　外付け機器　　： 5,000円
※100円未満切捨て

金融機関名 姫路市
銀行・信用金庫・
信用組合・農協 安心

支店・本店・
支所・出張所

製品名
（型番）

　HIM-JI46 メーカー名 〇〇〇株式会社

購入金額 　　　８８８８　　　円
・機器の購入費のみ（設置費、送料等は対象外）
・消費税及び地方消費税の額を含む
・ポイント等使用分は補助対象外

姫路市暴力団排除条例(平成24年姫路市条例第49号)第２条第1号に規定する暴力団若しくは同条第２号に規
定する暴力団員又はこれらの者と社会的に非難されるべき関係を有するものでないことを誓います。
補助金の支給後、本申請書の記載事項について虚偽であることが判明した場合や補助要件に該当しないこと
が判明した場合には、補助金を返還します。

購入年月日 　令和　６年　４月　１日 機器の種類
☑自動録音電話機
□外付け機器　※いずれかにチェック☑

自動録音電話機等の購入後6年は姫路市の承認なしに譲渡、交換、売払、貸付け、担保に供しません。

（フリガナ） シロマル　トノ
生年月日 　　昭和３４年　　４月　　６日

氏名 城丸　殿

【誓約・同意事項】
姫路市補助金等交付規則及び姫路市特殊詐欺対策自動録音電話機等購入費補助金交付要綱に従います。
支給要件の該当性等を審査等するため、市が必要な住民基本台帳情報の確認を行うことや必要な資料の提供
を他の行政機関等に求める・提供することに同意します。

公簿等(住民基本台帳等)で確認できない場合は、関係書類の提出を行います。
この申請書は、市において支給決定をした後は、請求書として取り扱います。

住所
〒６７０－４６００

　姫路市本町〇番地

（フリガナ） シロマル　ヒメ

電話番号

（０７９）２２１－〇〇〇〇
※購入した機器に繋がる番号

氏名 城丸　姫 （０９０）〇〇〇－〇〇〇〇
※昼間連絡の取れる電話番号

（記入例）

姫路市特殊詐欺対策自動録音電話機等購入費補助金交付申請書兼請求書
令和　６年　４月１５日

　姫路市特殊詐欺対策自動録音電話機等購入費補助金の交付を受けたいので、姫路市特殊詐欺対
策自動録音電話機等購入費補助金交付要綱第６条の規定により、下記のとおり、関係書類を添え
て申請します。

記

受付：令和６年４月15日から令和７年１月31日まで（予算がなくなり次第終了）

〒670ｰ0940 姫路市三左衛門堀西の町３番地防災センター５階

姫路市危機管理室安全安心推進室（郵送可）

姫路市危機管理室安全安心推進室に届いた日を受付日とさせていただきます。

【誓約・同意事項】(1)～(7)までを十分

確認・同意の上申請をお願いします。

「申請・請求者」名義の

口座を記入してください。

間違いがある場合、補助

金を振り込めないことが

あります。
添付書類を忘れずに添付してください！

領収書には購入者（「申請・請求者」と同じ）のフルネームを記載してください。

・税込金額を記載してください。

・機器購入費以外の送料、設置料、ポイ

ント利用分、はばタンPay＋等利用分

は対象外となりますので差し引いた金

額を記載してください。

製品の型番の記載をお願いします。

申請日時点で65歳以上の方


